
（１）教育長報告

年月日 曜 時刻 行事名 場所

18/06/26 火 14:00 教育委員会定例会 都南分庁舎　教育委員会室

16:30 つなぎ幼稚園関係要望（町内会、PTAほか） 都南分庁舎　教育長室

18/06/27 水 13:00 【市議会】定例会最終日 本庁舎　議場

18:00 市議会議員との懇親会 ホテル東日本

18/06/28 木

18/06/29 金 10:00 不登校児童生徒対策本部会議 都南分庁舎　特別会議室

13:30 岩手大学多田特命教授来訪 都南分庁舎　教育長室

18/06/30 土

18/07/01 日

18/07/02 月 15:30
盛岡ユネスコ協会新役員来訪 都南分庁舎　教育長室

18/07/03 8:15 第64回盛岡市小学校陸上記録会（開会式挨拶） 岩手県営陸上競技場

10:30 第1回教育委員会事務点検評価会議 都南分庁舎　教育委員会室

15:00 文化財保護審議会 おでって大会議室

18:30 ＡＬＴ（外国人英語指導講師）送別会 東家盛岡駅前店

18/07/04 水 13:15
学校訪問（異動校長） 太田幼，太田小，緑が丘小，中野

小

18:30 となんの会
ホテルメトロポリタン盛岡ニューウィン
グ

18/07/05 木 13:00
【協議会】全国都市教育長協議会　第３回理事会 全日本中学校長会館（港区西新

橋）

18/07/06 金 13:00 【協議会】中核市教育長会　第１回研修会・総会 都市センターホテル（千代田区）

18/07/07 土

18/07/08 日

18/07/09 月 10:00 不登校児童生徒対策委員会 都南分庁舎　大会議室

18/07/10 火 14:00 第２回市内校長・園長会議 都南分庁舎　大会議室

16:00 岩手大学教職大学院に関わる意見交換会（挨拶のみ） 都南分庁舎　大会議室

18/07/11 水 15:30
H30岩手県公立学校退職校長会盛岡地区会並びに日本教育会岩手県
支部盛岡地区会合同研修会（開会行事のみ）

サンセール盛岡

18/07/12 木 15:30 【協議会】東北六県市町村教育委員会連合会定期総会・教育懇談会 メトロポリタン山形（山形市）

18/07/13 金 9:30
【協議会】東北六県市町村教育委員会連合会教育委員・教育長研修会 山形テルサ　テルサホール（山形

市）

18/07/14 土 9:00 岩手県中学校総合体育大会　中央開会式 太田テニスコート

16:00 【協議会】平山健一氏瑞寶重光章受章祝賀会 盛岡グランドホテル

18/07/15 日

18/07/16 月

18/07/17 火 16:30 全国高等学校総合体育大会等出場報告 本庁舎　市長応接室

18/07/18 水 9:15
日本公衆電話会事務局長・遠藤政幸市議（岩手支部長）挨拶（子ども手
帳寄贈）

都南分庁舎　教育長室

15:00 第2回管内教育長会議 サンセール盛岡

18/07/19 木

18/07/20 金 13:30 元教育委員相馬慶子様葬儀
祇陀寺（大慈寺町）

18:30 盛岡市小中学校長会と市教委との懇親会 ゆ家　石垣別邸（菜園）

18/07/21 土

18/07/22 日

18/07/23 月 18:30 文科省研修生歓迎会 すず禅

18/07/24 火 10:00 アーラム大学サイスプログラム引率表敬訪問 都南分庁舎　教育長室

14:00 教育委員会定例会 都南分庁舎　教育委員会室



    

（２）盛岡市立つなぎ幼稚園の閉園に関する要望書について 

 

１ 趣旨 

盛岡市立つなぎ幼稚園について，園児の減少に伴い，幼児のより良い教育環境を確保するため，

今後の園の在り方について保護者や地域住民と協議してきたところ，平成30年度末での閉園につ

いて合意形成が図られ，「盛岡市立つなぎ幼稚園の閉園に関する要望書」の提出があったことか

ら，報告するものである。 

 

２ 経緯 

(1) 保護者及び地域住民を対象に，平成29年２月から30年５月まで計５回の説明会・懇談会を開

催し，意見交換を行った。 

(2) 平成30年６月26日付け，つなぎ町内会長及び盛岡市立つなぎ幼稚園ＰＴＡ会長の連名により

「盛岡市立つなぎ幼稚園の閉園に関する要望書」の提出があった。 

 

３ 今後の予定 

・平成30年８月６日 地域住民を対象に，つなぎ幼稚園閉園に係る説明会を開催 

・平成30年10月   つなぎ幼稚園の閉園について教育委員会定例会に付議 

・平成30年12月   「盛岡市立学校に関する条例」の一部改正議案（つなぎ幼稚園の閉園）を 

市議会定例会に提出 

・平成31年３月   つなぎ幼稚園閉園式を開催 

 

４ その他 

(1) 閉園に関する要望書 別紙のとおり。 

(2) 園児数の推移 

   

 

 

年度 園児数 

平成27年度 ４人 

平成28年度 ６人 

平成29年度 ５人 

平成30年度 ５人 

平成31年度(予定) １人 



（３）盛岡市学校給食懇話会の開催について 

 

１ 目的 

今後の盛岡市の給食提供の在り方を検討するに当たり，関係者・専門家

それぞれの立場からの見解・意見を求め，平成 31 年度に予定している「第

二次学校給食施設整備実施計画」策定の参考とする。 

 

２ 検討項目 

  (1) 学校給食の在り方について 

  (2) 施設の整備の方向性について 

  

３ 組織体制 

  委員を次の 14 名とし，事務局を学務教職員課に設置する。 

№ 所属 給食実施区分 身分 

１ 盛岡市学校給食研究会 単独調理場 教職員 

２ 盛岡市小学校校長会 給食センター 教職員 

３ 盛岡市中学校校長会 ミルク給食 教職員 

４ 盛岡市ＰＴＡ連合 小学校 単独調理場 PTA 

５ 盛岡市ＰＴＡ連合 中学校 選択制給食 PTA 

６ 盛岡市ＰＴＡ連合 中学校 ミルク給食 PTA 

７ 盛岡市学校給食研究会栄養士分会 有識者 栄養教諭 

８ 盛岡市学校給食研究会調理員分会 単独調理場 調理員 

９ 岩手県教育委員会保健体育課長 有識者（事務職） 県職員 

10 盛岡市保健所生活衛生課長 有識者 市職員 

11 都南校給食センタ－運営委員会 給食センター PTA 

12 玉山校給食センタ－運営委員会 給食センター PTA 

13 盛岡中学校給食運営協議会 選択制給食 教職員 

14 盛岡中学校給食運営協議会 選択制給食 PTA 

  内訳：単独調理場 教職員１，PTA１，調理員１ 

     給食センター 教職員１，PTA２ 

     ミルク給食 教職員１，PTA１ 

     選択制給食 教職員１，PTA２ 

     有識者 栄養教諭１，県職員１，市職員１ 

 

 開催期間を 1 年以内，市教委での意思決定のための参考意見聴取を行うもの

として，条例による規定を行わない組織とする。 



４ 会場  

   市役所本庁舎別館４階 403 会議室又はタカヤアリーナ２階会議室 

  （会議時間は，18 時 30 分から２時間程度） 

 

５ スケジュール 

1 回目（８月） 

 運営の確認，役員等選出，市の状況説明，アンケート調査の実施につ

いて，今後のテーマについて 

 

    ※アンケート調査の実施（9月） 

 

   ２回目（10 月） 

    アンケート調査結果報告，中学校給食の在り方について 

   ３回目（11 月） 

 小学校給食の在り方について 

   ４回目（２月） 

    懇話会の結果とりまとめについて 

 

※ 以上全４回を予定しているが，懇話会内での協議等により調整を行う場合が

ある。 

※ 会議は委員の自由な発言を確保するため，原則非公開とする。 

 

 

 

 



 資料１  

 

 

第一次学校給食施設整備実施計画（平成27年８月策定） 

 

 

１ 計画の趣旨 

盛岡市小中学校学校給食基本方針（平成25年12月24日教育委員会策定）に基づき，都南学

校給食センターの代替施設としての共同調理場の建設，単独調理場の整備・集約化の検討及

び中学校選択制給食の拡大について定め，計画的に進めていくものとする。 

 

２ 計画の期間 

この計画の期間は，平成27年度から31年度までの５か年とする。 

 

３ 実施内容 

(1) （仮称）盛岡学校給食センターの建設 

老朽化した都南学校給食センターの代替施設として，学校給食衛生管理基準に沿った施

設を建設し，現在の調理機能を移転する。 

ア 新施設の概要 

○供給対象   小学校９校，中学校４校（現在の対象校に同じ） 

○調理能力   6,000食/日 

○整備基準   「学校給食衛生管理基準」に則った衛生管理の実施 

・食物アレルギーに対応するための専用調理室の設置 

・見学コースや研修室の設置等による食育の推進 

○想定敷地面積  約10,000㎡ 

○延床面積    3,000㎡（鉄骨造一部２階建） 

○施設・設備 

１階 ・給食区域…検収・下処理エリア，調理エリア（アレルギー調理室を含む。），

洗浄エリア，消毒・保管エリア等 

・事務区域…事務室，調理員休憩室等 

２階 ・事務区域…会議室，研修室，見学コース等 

○供用開始目標  平成32年度 

○建設候補地   向中野字道明地内 

※当該建設候補地は，都市計画決定の変更手続を進めている。 

  



 

イ 整備手法 

現在，公共施設の整備方法には様々な方式があり，それぞれメリット・デメリットも

様々あることから，どの手法を選択するかを多角的に検討していく。 

方 式 概   要 

従来方式 調査・設計・建設・運営をそれぞれ別契約で行う方式 

ＰＦＩ方式 調査・設計・建設・運営の全部又は一部を一括契約で行う方式 

デザインビルド方式 設計，建設部分を一括契約で行う方式 

 

ウ 概算総事業費    約31億円 

※従来方式で，他市町村の実績，参考見積などから算出。消費税は８％で試算。 

事業費には，用地取得費，調査費，設計費，建設費等を含む。また，設計費及び建

設費には，既存施設解体に係る経費を含む。 

 

エ 概算運営費     約2億2,000万円/年 

※民間委託により調理，配送を実施。都南学校給食センターの実績などから算出。 

 

オ 今後の予定 

年度 従来方式の場合 ＰＦＩ方式の場合 

27 建設候補地の決定，ＰＦＩ導入検討等→事業実施手法検討（決定H28年度） 

埋蔵文化財試掘調査 

28 埋蔵文化財調査，造成工事関連，用地取得関連 

 導入可能性調査，方針決定・公表 

29 造成工事，利用者等の意見集約 

基本設計 事業者選定・決定 

30 （土地養生） 

実施設計 基本・実施設計 

31 建設開始（２か年度） 

32 建設完了，供用開始，既存施設解体設計 

33 既存施設解体完了 

※デザインビルド方式の場合においても，平成32年度の供用開始を見込んでいる。 

※32年度以降については，第二次実施計画とする。 

  



 

(2) 単独調理場の整備・集約化の検討 

全ての単独調理場について個別の実態調査を実施し，改築やセンター化など今後の施設

整備の方向性を検討する。第一次実施計画においては，調査方法・項目・検討方法につい

ての基準を策定の上，調査を実施し，調査結果を基に第二次実施計画に反映させる。 

○今後の予定 

平成27年度      調査方法の検討・決定，全体調査（業務委託） 

平成28年度      学校個別調査 

平成29年度～30年度  調査結果に基づく整備方法の検討，意見聴取等 

平成31年度      単独調理場調査結果等を基に第二次実施計画を策定 

 

(3) 中学校選択制給食の拡大 

旧盛岡市の中学校で実施している中学校選択制給食については，平成20年度から順次拡

大を進め，平成27年度現在９校で実施している。 

平成27年度現在，未実施の５校については，学校施設整備事業との調整を図りながら，

配膳室等の工事を進め，運用開始に向けた準備を計画的に進めることとする。 

○今後の予定 

実施予定校 給食開始予定 配膳室等工事予定 学校施設整備予定 

下小路中学校 平成28年度 平成27年度 H27校舎耐震補強工事 

北陵中学校 平成29年度 平成28年度 H27校舎耐震補強工事 

仙北中学校 平成30年度 平成29年度 H28校舎増築工事 

大宮中学校 平成31年度 平成30年度  

米内中学校 平成31年度 平成30年度  

※実施順は，学校施設整備事業との調整により変更となる場合がある。 

※実施校：黒石野中，上田中，北松園中，松園中，厨川中，下橋中，城西中，城東中， 

河南中 

 



 

 

 

資料２ 

盛岡市の中学校給食の格差是正を求める決議 

 

「学校給食が児童及び生徒の心身の健全な発達に資するものであり，かつ，児童及び

生徒の食に関する正しい理解と適切な判断力を養う上で重要な役割を果たすものである

ことにかんがみ，学校給食及び学校給食を活用した食に関する指導の実施に関し必要な

事項を定め，もつて学校給食の普及充実及び学校における食育の推進を図ることを目的

とする。」学校給食法では，その重要性についてこのようにうたわれているように，学

校給食は，育ち盛りと言われる中学生にとって，さらには，子を持つ親にとって重要な

役割を果たしている。 

現在，盛岡市内の中学校では，主食・おかず・牛乳の全てを提供する完全給食，選択

制給食，ミルク給食に分かれているが，平成 20 年度の黒石野中学校を皮切りに導入され

た選択制給食は，喫食率の伸び悩みと，調理業務を受託する業者が１者のみという理由

から，平成 29 年度に実施を予定していた北陵中学校を初め，仙北中学校，大宮中学校の

導入計画が滞っている現状である。 

平成 28 年度に文部科学省が行った「学校給食実施状況等調査」によると，全国におけ

る中学校の完全給食率は 83.7％であり，ミルク給食を実施しているのはわずか 4.8％と

なっている。市内 23 校ある中学校のうち，９校が完全給食，11 校が選択制給食，選択制

給食の実施を待つ３校はミルク給食という格差が生じており，盛岡市の中学校給食に少

なからず疑問を持っている保護者がいることも事実である。 

 共働き世帯・ひとり親世帯の増加など，昨今の社会情勢の変化や就労形態の多様化な

どさまざまな要因により，中学生を取り巻く生活環境も大きく変化している。食育の重

視，子どもの貧困対策などが叫ばれている中，さらには受益の公平性の観点からも，盛

岡市に暮らす中学生全てに栄養バランスのとれた完全給食を提供すべきと考える。 

以上のことから，市議会として，次の事項について強く要望するものである。 

 

記 

 

１ 盛岡市立中学校の給食における格差を解消すること。 

 

２ 盛岡市立中学校の選択制給食を見直し，主食・副食・牛乳の完全給食実施に向けて

検討を開始すること。 

 

以上，決議します。 

 

  平成 30 年６月 27 日 

                             盛 岡 市 議 会 



（４） 平成 30 年度不登校対策事業について 

ア 平成 29 年度不登校対策事業の報告 

(ｱ) 対策の重点 

 

◆ 新規不登校児童生徒の未然防止と初期対応の充実 

◆ 不登校・別室登校が継続している児童生徒の再登校・学級復帰支援の充実 

 

＜重点１＞ 

◇不登校を未然に防ぐ学級経営の充実 

・ 行事等を生かした自己有用感の醸成と，望ましい対人関係の育成 

・ わかる授業の実践と，個に応じた生徒指導 

・ 夏季休業中の個別対応 

 

  ＜重点２＞ 

◇欠席３日で校内「対応チーム」を発足し，情報共有と役割分担の確認 

・ 「月内累計欠席３日で『対応チーム』を組織してケース会議を開催する」という初 

 期対応の基本の周知徹底 

・ ケース会議や支援会議における，「いつ，だれが，どのように動くのか」といった， 

具体的対応の協議と確認 

・ 担任単独ではなく，複数教員でのチームによる初期対応策の確立 

 

＜重点３＞ 

◇校内「対応チーム」による「不登校児童生徒個票」を基にした， 

“具体的計画立案 → 対応 → 評価→改善”のPDCAサイクル 

・ 当月の対応についての評価に基づく，次月の対応の検討 

・ 保護者との丁寧な関係構築を基に，SSW や SC，関係機関と連携した具体的な家庭環 

 境への働きかけや保護者支援 

・ 中１生徒新規不登校対策として，「不登校児童生徒個票」による，不登校児童につ 

 いての情報の引継ぎ 

(ｲ) 主な対策事業の報告 

ａ 毎月の長欠報告による状況確認 

ｂ 指導主事による学校訪問 

○ 不登校児童生徒の状況について電話による聞き取りを行い，児童生徒の状況や，学校の対 

応について把握することができた。また，対応についての指導を具体的に行いながら，関係

機関との連携等を助言することができた。 

▲ 学校における切れ目ない対応の有無について，電話や学校訪問等による更なる確認や働き

かけが必要である。 

〇 「不登校等支援会議・ケース会議」に参加し，「いつ，だれが，どのような」対応を行う

か具体的に決定・共有し，「対応チーム」が実働する体制の構築状況を確認し，必要に応じ

て，ＳＳＷや関係機関とつないだ。 

▲ 出現率の高い学校の中には組織的な対応のための見立てが十分でない学校もあり，改善に

向けた継続的な支援が必要である。 







































（５）盛岡市立区界高原少年自然の家運営委員の委嘱等について 

  

盛岡市立区界高原少年自然の家管理運営規則（昭和 50年教育委員会規則第７号）第５条の規定に

基づく盛岡市立区界高原少年自然の家運営委員を次のとおり解職し，及び委嘱したものである。 

 

解職（平成 30年６月 30日付け） 

氏   名 住   所 生 年 月 日 区  分 

菊 池 誠 也   学校教育関係者 

髙 村 光 輝   少年教育関係者 

 

委嘱（平成 30年７月１日付け） 

 氏   名   住   所 生 年 月 日  区  分 

熊 谷   司   学校教育関係者 

石 戸   満   少年教育関係者 

 



平成30年７月１日現在

氏　　　名 推薦団体 役職等 区分 備考

千　葉　紅　子
　ち　　　ば　　　こう　　　こ 岩手県国公立幼稚園・子ども

園協議会
会員（岩手大学教育学部
附属幼稚園教諭）

学校教育関係
者

山
やま

　崎
ざき

　伸
しん

　一
いち

盛岡市小学校長会 副会長（厨川小学校長）
学校教育関係
者

熊
くま

　谷
がい

　　　 司
つかさ

盛岡市中学校長会 総務担当（渋民中学校長）
学校教育関係
者

新規

志
　し

　賀
　が

　達
たつ

　哉
や

盛岡市スポーツ少年団 委員
少年教育関係
者

　石
いし

　戸
ど

　　　満
みつる

盛岡市PTA連合会 理事
少年教育関係
者

新規

沼宮内
ぬま　く　ない

  拓
たく

  哉
や ボーイスカウト盛岡地区協議

会
前地区副委員長

少年教育関係
者

　

向
むかい

　口
ぐち

　恵
え

　美
み

ガールスカウト岩手県第18団 リーダー(指導者）
少年教育関係
者

鎌
かま

　田
た

　まき子
　こ 盛岡市子ども会育成会連絡協

議会
会長

少年教育関係
者

萩
はぎ

　原
はら

　啓
けい

　作
さく 盛岡市少年指導員連絡協議

会
副会長

少年教育関係
者

伊
い

　藤
とう

　　　純
じゅん

盛岡世代にかける橋 代表 知識経験者

山
やま

　本
もと

　信
しん

　次
じ

岩手大学農学部 准教授 知識経験者

盛岡市立区界高原少年自然の家運営委員名簿

任期：平成29年７月１日から平成31年６月30日まで
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